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新世紀のさらなる発展に向けて

アンケート2000の報告と次のアクション
島宗　理・浅野俊夫（企画委員会）

　昨年末に実施したアンケートの結果を報告します。アンケートはJ-ABAニュー ズ20号に同封し、
また名簿にアドレスを記載されている会員の方にはメールで も回答をお願いしました。〆切まで
に、電子メールでの回答が21件、ファック スでの回答が6件ありました。会員全体のおよそ5.5％か
らご回答がいただけた ことになります。

　回答率はさほど高くありませんでしたが、どなたからもたくさんのご意見や ご要望をいただきまし
た。学会の様々な活動を承認していただけるポジティブ なご意見が多く、たいへん強化的でした。
また、批判的なご意見も、ほとんど は具体的な改善につながる建設的な提案が含まれており、とて
も生産的でした。

　今後は、アンケートの結果を学会活動のさらなる発展に向けて、いかに活か していけるかが課題
となります。そこで企画委員会では、アンケートの結果を まとめるだけではなく、それに対する各種
委員会や事務局のご意見をうかがっ て、このレポートにまとめてみました。

《満足度の評定》
　表1に、学会の主な活動それぞれに対する満足度評定の平均値と標準偏差を 示します。評定は
５段階で行いました（５：たいへん満足している　４：満足 している　３：ふつう　２：不満である　１：た
いへん不満である）。公開講 座以外はすべて3.5ポイント以上であり、全般的にポジティブな評価を
受けて いることがわかりました。

《次のアクション》
　各活動についてのご意見・ご要望（自由記述されたもの）は、すべて 学会ホームページで公開す
ることにしましたので、そちらをご参照下さい。

　ここでは、その中から、新世紀の行動分析学会にとって、重要な次のアクショ ンと判断したものに
関して、事務局と各種委員会からいただいた回答を列挙し ます。

◆要望：会費を自動振り込みできるようにして欲しい
○回答（事務局）
　基本的には、自動引き落としを望む会員のニーズがどれくらいあるかという ことと、現在の
方式よりも財政コストがかかりますので、それに見合うだけの 会員・事務局双方の利便性が
どのくらいあるかという問題だと考えられます。 かつて常任理事会で検討されたことがありま
したが、コストが見合わないとい うことで見送られた経緯があります。

　参考までに、自動振り込みを業者に依頼するにあたり要する費用に関してで すが、自動振
り込みの新規登録料が１件あたり100円から200円、振込手数料が １件あたり200円程度で、
基本料金が年間２万～３万円かかる場合もあります。 仮に年間300人の会員が利用すると
考えた場合、1年目12万円程度、2年目以降6 万円程度がかかることになります。また、新規
登録には会員の承諾書が必要に なるわけですが、この郵送料は、また別途負担となり郵送
する場合は片道で4 万円程度かかります。さらに引き落とし通知書の送付などに別途費用が
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必要に なります。事務的な手続きとしては郵便振り込みと自動振り込みの2種類を用 意する
場合や途中登録、解消手続きなどで、会費事務取り扱い作業はかなり複 雑になるものと思
われます。

　今後、常任理事会、理事会で検討していただければと思います。

◆要望：『行動分析学研究』の掲載論文数を増やして欲しい
○回答（編集委員長：藤原義博）
　先代の藤編集委員長のご努力で、なんとか年度内に２巻発刊することが可能 となりました
が、やはり頭の痛いことは投稿数の少なさです。いろいろと原因 は考えられますが、会員の
方々にお願いしたいことは、とにかくどんなもので もいいからまずは投稿していただきたいと
いうことです。査読者をはじめ編集 委員は、ただ単に掲載可能かどうかを判定するだけでな
く、できるだけよい論 文となるように支援する立場で臨んでおります。時にそれが、マニアック
で “敷居が高いと”誤解される向きもあるようですが、それはスタッフの熱意の 現れだと考え
ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　また、それだけでは機関誌としての充実は図れないと考え、現在の行動分析 学及び応用
行動分析の動向を伝え、読者の研究活動を啓発する意味でも、基礎 と応用のそれぞれで複
数の話題についての特集号企画が進行しています。早け れば16巻１号から掲載されると思
いますので、ご期待ください。

　その他、記事の充実も図りたいと思いますので、どうぞ編集委員会までメー ルでアイディア
をお寄せいただきたいと思います。

＊藤原編集委員長のメールアドレスはfujiwara@juen.ac.jpです（島）。

◆要望：『Ｊ－ＡＢＡニューズ』のメール配信を検討して欲しい
○回答（広報委員長：望月昭）
　他の会員の方からも同様の要請があります。確かにそろそろ検討すべき次期 かとは思い
ます。労力的・経済的コストなど勘案しつつ検討したいと思います。

◆要望：初学者のために“行動分析基礎講座”なども載せて欲しい
○回答（広報委員長：望月昭）
　ご要望の趣旨はよく理解できます。執筆者に名乗りを挙げてくれる方がいれ ば実現したい
ものです。ただ、一方で、ニューズレターの内容については、よ りカジュアルで短いエッセイな
どの方が重要であるという意見もあります。基 礎講座については出版事業としてまず考えて
もらえないかとも考えます。

◆要望：行動分析学の標石となった論文を紹介して欲しい
○回答（広報委員長：望月昭）
　これまで、リレー特集「私の好きなこの論文」の中でも「単に好き」という のではなく、標石的
論文も紹介されてきているようにも思います。今後、続け ていけば、標石的なものも自然と増
えるのではないかと思います。基礎講座の 要望とも共通しますが、ニューズレターでは、とり
あえず、あまり固くオーソ ライズされたものより、会員のバラエティーや価値観なども“気
楽”に反映し た内容の方が良いかなと考えている次第です。

◆要望：学会ホームページでリンク先の内容をもう少し詳しく説明して欲しい／視覚に障害を
持つ方のために、音声によるガイドをつけて欲しい
○回答（広報委員：望月要）
　リンクの拡張充実と説明については、管理人としても前々から気になってお りました。徐々
に充実させて行きたいと思います。音声ガイドについては思い 至りませんでした。貴重な御
提案ありがとうございます。早速検討致します。

◆要望：年次大会で、発表時間帯（プログラムのスケジュール）を改善して、重なりが少なくな
るようにして欲しい
○回答（第19回年次大会準備委員長：園山繁樹）
　昨年と同様にポスター発表在籍時間に前後各15分ずつズレを作り、また並行 して行うのは
２日目の自主シンポ４件のみにするなど、できる限りの工夫をし ます。ただし、実際問題とし
て、時間的な余裕はほとんどなく、重なりを皆無 にするのは難しいというのが現状です。

◆要望：年次大会で発表分野が偏っている／基礎研究を充実して欲しい
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○回答（第19回年次大会準備委員長：園山繁樹）
　同感です。今回の発表申し込みの割合いも同じ状況です。これに関しては、 大会準備委員
会は関与しにくいところです。ただ、今年度は、研究委員会の企 画シンポで基礎・応用を問
わず全会員が参加できるテーマを設定していただい ております。

◆要望：年次大会の日程をもっと早く知らせて欲しい／夏休みに開催して欲しい
○回答（第19回年次大会準備委員長：園山繁樹）
　今回はホームページにプログラム日程などを決定次第載せたいと思っていま す。開催日に
ついては、今回は開催校の都合で夏休みになりました。

＊年次大会は毎年開催校が変わります。過去の年次大会に対するご意見・ご要 望に応えて
下さった園山先生、ありがとうございました。園山先生からは以下 の“引継”に関する回答も
いただいています。今回のアンケートが次年度以降 にも引き継がれるようになるといいと思
います（島）。

○回答（第19回年次大会準備委員長：園山繁樹）
　今回は、東京学芸大学より、準備委員会の議事録一式(筑波大学のも合わせ て)を頂きま
した。大変助かっています。これがないと右往左往したと思いま すが、とても心強いです。来
年度には今回のも含めて引き継ぎたいと思います。

◆要望：年次大会で発表分野が偏っている／基礎研究を充実して欲しい
○回答（研究委員会：坂上貴之）
　“行動分析学の再点検”をテーマとし、基礎・応用・理論から、行動分析学 を総括的に見直
すという活動を進めていきます。今年度は年次大会において、 「行動分析学の点検（その
１）　強化と強化スケジュール」というシンポジウ ムを行いますので、ご期待下さい。

◆要望：自閉症児や発達障害児に対する行動分析学的アプローチの有効性が各地で認識さ
れつつあるが、専門家がいないため、困惑している保護者も多い。学会として何らかのアクシ
ョンをとって欲しい
○回答（倫理委員会：中野良顯）
　行動分析学をベースにした早期療育サービスについてのガイドラインを作成 し、学会のホ
ームページで公開したいと思います。

◆要望：関東以外の地域でも公開講座を開催して欲しい／地域に専門家を派遣できるように
して欲しい／もっといろいろな分野に関して公開講座を開いて欲しい
○回答（企画委員会：島宗理）
　地域と密着して行動分析学を普及させていくために、今年度から公開講座の 企画を公募
制にすることにしました。本号の別記事に募集要項をお知らせしま す。地域で公開講座を開
きたい方、これまで開いてきた講習会などに予算をつ けて欲しい方など、ぜひ応募して下さ
い。

《学会賞について》
　表2に、学会賞についての回答をまとめました。ここからは、学会賞として、 対象は論文や
書籍に限定せず、また年齢制限も設けずに、選考委員会を設置し て討議により選考し、少額
の賞金あるいは表彰のみを行うべきというご意見が 多かったことになります。

　来年度は行動分析学会創立20周年の記念でもあり、企画委員では年次大会で の第１回学
会賞の授賞式を実施すべく、この企画を進めたいと思います。

《まとめ》
　アンケートにご回答下さった会員の皆様、どうもありがとうございました。 皆様のご意見によ
り、学会の活動がますます生産的になることを確信しており ます。

　最後に、アンケートをまとめた個人的な感想です。学会という組織で各種委 員会などの仕事をし
ていくことには、実はあまり社会的強化がありません。忙 しくなってくると、どうしても“なんでこんな
仕事を引き受けてしまったんだ ろう”って後悔することさえあります。でも、アンケートに書き込まれ
た叱咤 激励（激励の方が多かったというところがミソですが）を読んで、とても嬉し くなりました。そ
れからもう一つ、委員会の役割は、すべて一手に仕事を引き 受けることではなく、会員一人一人の
行動をサポートしていくことだと再認識 しました。どうもありがとうございました。
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２０００年度　日本行動分析学会　公開講座報告

2001年１月27日開催
日本行動分析学会／東京都立新宿山吹高等学校 共催
「心理学とはどんな学問だろう」

立命館大学文学部 藤 健一

　行動分析学会の2000年度の企画の一環として、さる１月27日(土）に、東京 の都立新宿山吹高等
学校において、高校生を主な対象とした公開講座が開催さ れました。当日は折からの大雪で、会
場近辺においてもおよそ10センチの積雪 がある状況で、交通機関にも相当な影響がでた模様でし
た。このような悪天候 にもかかわらず、約40名の参加者がありました。

　公開講座は午後２時から始まり、会長と新宿山吹高校校長の挨拶に続いて講 演がありました。
「心理学：心と行動の科学」の演題で佐藤方哉先生が、「動 物にも心理があるのか？」の演題で浅
野俊夫先生が、そして「人を助ける心理 学：障害児教育や福祉援助の方法として」の演題で藤原義
博先生が、それぞれ 講演をなさいました。

　会場のＡＶ機器を借用した視覚的プレゼンテーションを併用しつつ、それぞ れ30分から40分の講
演でした。演者の講演をひととおり終えた時点で、都下に 大雪警報が出されたため、高校側からは
生徒の帰宅を早めるようにとの要請も あり、それぞれの講演についての参加者との質疑応答に
は、残念ながら十分な 時間が割けませんでした。

　しかしながら、限られた時間とはいえ熱心な質問と応答がありました。例え ば、「（動物研究で）チ
ンパンジーのアイを選んだ理由は何か」、「精神医学 と心理学との違いは何か」、「精神障害をもつ
人とどのようにつきあえばよい か」、「科学の善と悪の部分」、「動物実験の倫理規定は？」、「（心
理学の） 社会、文化、経済についての研究はどうなっているのか」などの質問が出され、 ３人の演
者の応答を交えた討論が持たれ、午後４時40分に今回の公開講座は終 りました。なお、当日の公
開講座の様子は、前回と同様、今回もインターネッ ト中継されました。

　高校生を対象とした今回の企画は、今回で２年目となります。心理学という 学問の基本的な枠組
みと、現在のその成果とを高校生に分かりやすく紹介する 試みは、少しずつではありますが、受け
入れられ始めているように思います。 同様の試みは、他の学会でも始められたと聞いています。も
ちろん、これとよ く似た行事は、大学が受験生を対象として持たれることも多いようです。私の 勤め
る大学の文学部でも、付属高校の生徒を対象として、文学部のそれぞれの 専攻や学科の学問領
域と特徴とを紹介する機会が、この数年の間に随分と拡充 されました。おそらく、同様の試みや企
画はあちこちの大学や研究教育機関で 行われていることと思います。もとより、大学の入学政策の
一環としておこな う行事と、学会が行う企画とは目的も、またそうあって欲しいと考える結果も 違い
ます。

　やむをえないことですが現在の高校生対象の公開講座の実施上の制約は、折 角のこの機会を
利用できる高校生の人数と地域的広がりが、どうしても限られ てしまうことでしょう。その年度に実
施する高校生むけの公開講座の回数を増 やすのも一つの方法ですが、もう一つの案として「毎年
の学会の年次大会の前 日に高校生むけの公開講座を開催する」ことが考えられないでしょうか。
年次 大会の主催校であれば地元の事情にも詳しいでしょうし、なにより（一応の可 能性として）年
次大会を重ねていけば、全国のあちこちの高校生に機会を提供 できるように思います。

　大雪の当日、高校生の熱心な質疑を聞いていた一人として、感想の一端を述 べた次第です。

2001年３月11日開催
高齢者介護の実践と行動分析学からの提案

長谷川芳典（岡山大学文学部）

　2001年3月11日の14時から17時まで、慶應義塾大学（三田）で表記の公開講 座が行われた（主
催：日本行動分析学会、後援：日本老年行動科学会）。この 公開講座では、特別養護老人ホーム
の介護施設職員が３件の事例報告を行い、 それぞれに対応して行動分析家がコメントするという
形で検討が進められた。
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　紙数の都合で、以下、事例の特徴と行動分析家側のコメントの概要をごく簡 単に挙げる。

1.特定の人に対して繰り返される暴言や暴力の対処
　入所当初から周囲の人達に対する暴言や暴力行為が見られ、現在まで続いて いる60歳代
後半の女性。杉山尚子氏は「問題行動は過去の経験によって知らず 知らずに身についてい
くもの」という原則論から、暴言・暴力行為の原因とし て「施設職員が対応（＝相手をする、か
まう）」ことによる強化があるのでは ないかと示唆した。

2.思うようにならないと適応困難になる入居者への援助
　身体的、精神的ハンディに基づく不穏状態になり、被害的になる70歳代前半 の女性。北川
公路氏は、「問題行動」に代えて「気になる行動」という表現を 使い、さらにその定義として、
「対象者あるいは周囲に深刻な問題をもたらす 行動」や「正常者を大きく逸脱する行動」など
5つのタイプからそれを定義づ けた。

3.失語症で不穏状態、転倒を繰り返す人とのコミュニケーションと支援
　訴えが解消しないと不穏状態となり、時にはベッドより転落することのある 60歳代後半の男
性。 伏見貴夫氏から、身体抑制の問題や、伝達障害（失語症） のある本人とのコミュニケー
ションの取り方などについて、フロアからの質疑 応答を含めてコメントが寄せられた。

　2000年4月1日からの介護保険制度実施にともない、在宅のほか、各種の施設 で介護を受けるお
年寄りの数が増えつつある。しかし、金銭面での手当がいく ら充実したとしても、生身の人間のケ
アについての十分な対策がとられなけれ ば本当の福祉とは言えない。今回、このような形で、現場
の職員と行動分析学 の研究者が一同に介したことは非常に大きな意義があったと言えよう。

　もっとも、講座の内容にはいまひとつ物足りなさを感じた。介護施設職員の 言語報告（タイムラダ
ーやケア記録）が唯一の資料であったため、コメントを する行動分析家側としても、最も得意とする
はずの随伴性に基づく分析が推論 の域を出ず、具体的な行動記録や結果の把握の重要性を一般
論として訴えるだ けに終わってしまった点である。できれば、各コメンテーターがそれぞれの現 場
に出向き、直接観察や介入を行った上で報告をしてほしかった。

　「高齢者における問題行動とは何か？」についてもいろいろ考えさせられた。 集団生活への適応
が成長後に求められる子どもの場合には、我が儘は直すべき であり、周囲に配慮したり良好な人
間関係を作るなど、生活環境への適応性を 高めることが望ましいと一般に考えられている。しかし
高齢者の場合は、孤独 で頑固で我が儘でも本人が満足しているならそれでいいじゃないかという
議論 もある。施設職員の手間がかかるかどうかだけをもって「問題行動」とすべき では無かろう。

　また、施設では、問題行動をどう解消するかということに関心が向きがちで ある。病気を治療する
目的ならば「病気無し」という結果こそが最良となるが、 「問題行動無し」という生き方が最良である
とは決して言えない。「問題行動 無し」は死んだ人でもできるお墓の世界である。本当に大切なの
は、入所者の 「能動的に働きかけ、結果として強化される」機会をどれだけ多様に保障でき るかと
いうことにあるのだ。この点も考慮するならば、今回のような、介護施 設職員からの「お悩み相談」
的な事例ばかりでなく、入所者の能動的な行動が どのようにうまく強化されているかというような成
功事例も取り上げていく必 要があるように思った。

　このほか、事例報告主体の講座では、発信される報告内容の実証性、再現性、 一般化可能性な
どを評価するよりもむしろ、提供される情報を聞き手がどう活 用できるか、有効な実践能力をどう
高められるかが成否のカギとなる。単に 「それをやってみたらこうなりました」という報告に終わらせ
ないためには、 発信者、コメンテーター、聞き手の3者の相互強化の場をどう設定していくか が今
後の同種の講座の課題となるものと思う。

　なお、長谷川の詳細な参加報告が http://www.okayama-
u.ac.jp/user/le/psycho/member/hase/journal/psy-rec/_10312/index.html に掲載されている。ご
参照いただければ幸いです。

少年非行の現場から

シリーズ： 現場を行く(第３回)

第３回の企画にあたって

http://www.okayama-u.ac.jp/user/le/psycho/member/hase/journal/psy-rec/_10312/index.html
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　今回は少年非行を取り上げました。毎日のようにニュースで報道されている ことでもありますが、
非行少年の処遇、指導、さらにはその背景的な事柄を知 りたいというのがその主旨です。

　今回は３名の先生方にお願いしました。２番目の記事をご執筆頂いた田中先 生は、非会員の方
ではありますが、どうしても児童自立支援センターのことに 触れたいという企画者の思いでお願い
しました。各先生方、ご協力をどうもあ りがとうございました。

　なお、執筆頂いた先生方から記事に関するご意見やご感想をはじめこれから 意見交換を図って
いきたいとおっしゃって頂きました。何かございましたら、 編集部かご執筆の先生方までご連絡をお
願いします。

少年鑑別所と被収容少年

栃倉　稔（横浜少年鑑別所）

　私は，法務省管轄の横浜少年鑑別所で勤務して現在で６年となります。その あいだ法務技官とし
て３年間，現在は法務教官として働いています。

　少年鑑別所は，簡単に説明しますと家庭裁判所の決定をもって観護の措置が とられた少年を収
容するとともに少年の資質の鑑別を行う施設です。そして今 後どのようにすれば少年が立ち直って
いけるのか処遇方針を立て，社会内での 処遇が可能なのか，少年院に収容し専門的な教育が必
要なのかなどを鑑別結果 通知書という形にして技官がまとめ，家庭裁判所に提出することになりま
す。 現在私は鑑別部門の教官として，収容された少年の身柄を確保し，寮生活をサ ポートすると
ともに安んじて審判を受けることができるように環境を整え，心 情安定を図っています。また意図的
に場面設定した状況や寮生活での行動観察 を通じて少年のありのままの姿をとらえます。それを
行動観察担当者として判 定会議等で出して，今後の処遇について意見を提出し，鑑別結果通知書
の１部 としてまとめることも主な業務としています。その他，当所の入所事由別や外 国人入所者な
どの統計作成等も担当しています。

　当所に入所してくる「少年」は，神奈川県内の犯罪少年，触法少年，ぐ犯少 年などおおむね20歳
未満の男女となります。ですが社会にいる「非行少年」と 呼ばれる少年すべてが対象となるわけで
はありません。このような少年は，社 会で何らかの問題行動を引き起こした結果，警察に逮捕，補
導され，それが事 件として家庭裁判所に受理されるわけですが，そのなかでも身柄を収容して，
非行の度合など心身の鑑別が必要と認められた場合に少年鑑別所に収容される ことになります。
これが先程述べました「観護措置」と呼ばれるものです。で すから，重大な非行に至ってしまった
り，何度も非行を繰り返し，警察に逮捕 されてしまうなど問題性が大きい可能性のある少年が送ら
れてくるわけです。

　当所でもここ数年入所者数も増加しています。その割合を見ると窃盗が多く， 次いで強盗，恐喝
などの凶悪な非行が多いです。また，非行の形をみると中高 校生などによる教師に対する傷害や
器物損壊といったケースや女性や老人を狙っ て強盗まがいの「引ったくり」を集団で行うケースなど
増えているようです。

　このようなことから最近の非行少年は粗暴化，凶悪化が進んでいるというこ との一端がうかがえ
ますが，個々すべてに粗暴性などが当てはまるとは限りま せん。非行場面の状況や役割によって
非行の態様も違ってくるからです。入所 時の面接では，まずは非行事実に目を通し，それらに敏感
になります。単にお 金欲しさや暴れたかったからではなく，仲間はずれにされたくなかった，目立っ
て存在をアピールしたかった，他の人もやっていたからなど重要な情報が隠さ れていることも少な
くないからです。また，今後進められる鑑別や処遇に必要 になるのです。

　寮内生活では，なるべく集団生活をさせますがトラブルのなさそうな関係の 中にも同室者に迎合
していたり，自分を良く見せ大げさに振る舞ったりさまざ まな行動を見せてくれます。それらが非行
集団内での行動パターンと似通って いたり，少年らしさを表していることがあり，つかさず観察のポ
イントにして いきます。また，鑑別所内ではやってはいけない「きまり」がありますが，そ れを違反
することもしばしばあります。事前に十分な説明をしているにも関わ らず違反するのですが，これも
目立ちたかったからなど後先考えないところが 顕著になることも多々あります。

　ところで，社会では格好を付けたり，虚勢を張ってきた少年でも，少年鑑別 所に入所したことで親
元を離れ自由を制限されているわけですから不安定な状 態であることには変わりありません。一
時的ではありますが，拘禁反応をみせ ることや十数年前の喘息をぶり返すなど，身体的な症状と
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して現れることもし ばしばあります。審判でどのような処分になるのかなど不安材料は多く緊張も
高めています。そもそも，嫌なことを避け，問題を先伸ばしにすることが身に 付き，困難を乗り切っ
た経験の少ない子たちですから，ますます心情不安定に なっていくということになりやすいようで
す。そのため入所した最初の段階で じっくりとオリエンテーションを行い，正しい情報を少年に提供
します。

　まずは目の前にある寮生活を熱心に行わせ清掃やあいさつをきちんと行うな ど，できるところか
ら始めるよう指導します。その中で徐々に事件に対する反 省など自分に目を向かせるように促して
いきます。必ず，しっかりとできてい れば誉めますし，あいさつをした場合は返します。このような当
たり前のやり 取りが，少年との関係を形成し，しっかりできたという自信も付いて，次のス テップへ
進んでいけるようです。といっても，躾不足であることを実感させら れます。家庭ではろくに会話や
交流がなく，躾がなされてこなかったり，社会 から無視されてきてしまったということに大きな影響
があると思われます。少 年の中には，「今まで放っておかれたのに今更」と強く反発する者もいま
すが， 当然なのかもしれません。不遇感や大人に対する不信感もありますから，その 壁を取り外
すのは容易ではありませんが，所内では，少年といつも一緒にいる わけですから，このような小さ
いところからアプローチしていくようにしてい ます。

　非行は，それまでの生育歴や環境，時代背景に大きく影響されているといわ れています。例え
ば，それが不況だったり，保護者不在，少子化による「過保 護」などいろいろあるでしょう。また，大
人が目を背けすぎた結果であること も挙げられます。しかし，非行を犯したのは本人であり，その
問題点を自覚さ せ目を向かせることももちろん大切と考えています。

学園にて

田中　列（児童自立支援施設愛知学園）

　児童自立支援施設愛知学園（以後学園とします。）男子棟に勤務して１年が すぎようとしていま
す。以前は教護院と呼ばれていた施設です。今まで知的障 害者の施設に勤務していたので、学園
での勤務はとまどうことばかりです。

　学園は平成２年度、それまでの小舎夫婦制から通勤交代制へ移行しました。 それに伴い、他の
施設に勤務していた職員でも辞令がおりれば、教護の専門職 員と同じように学園で勤務するよう
になりました。現在、全国の児童自立支援 施設で小舎夫婦制を採用している施設は半分、若しくは
それより少し少ないぐ らいだそうです。

　小舎夫婦制か通勤交代制かについてはいろいろな意見がありますが、小舎夫 婦制は、そこで働
く職員に大きな負担をかけることは確かです。

　学園での私（児童自立支援専門員）の仕事は、入園している子供達と何時間 か生活をともにする
こと、園内の学校（正式な学校ではありません）で勉強を 教えることです。入園している子供は男子
26名、女子６名（３月１日現在）。 窃盗、万引き、シンナーの吸引、暴力行為などが学校で問題にな
り、児童相談 所から措置されてきました。ほとんどが中学生です。

　子供達の学力は小学校３～４年あたりでしょうか。かけ算はできてもわり算 はできない、アルファ
ベットが満足に書けない、教科書を満足に読めないといっ た子も少なくありません。体格も一般の
中学生よりは劣っているようです。

　当然、勉強が好きな子は一人もおりません。入園してきた当初は授業も静か ですが、学園の生
活になれてくるにしたがい授業が騒がしくなります。教える ことになれていない私は授業中に騒が
れることもしばしばです。難しいことを 教えなくてよい点では、気が楽なのですが。

　児童自立支援施設では近年学校教育を導入するところが増えています。学園 においても何年か
先には導入されているはずです。入園中に中学生レベルの学 力をつければ、退園してから困るこ
とはないでしょうが、なかなかそういうわ けには行きません。ごく少数ですが高校へ進学する子もい
るようです。

　３月にはいると中学３年生が原籍校（子供が通学していた学校）の卒業式に 出席するために次々
と退園してゆきます。今年の３年生は12名。職業訓練校に 進学する者が２名、後は全員就職で
す。就職に関して超氷河期といわれる今日、 中学生の就職も大変です。大学生以上に難しいかも
しれません。それでも全員 何とか就職が決まり退園してゆきました。今年私の担当した３年生Ａ君
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は、飲 食店に就職したのですが、卒業式が終わり、働き始めてすぐに店を飛び出して しまいまし
た。１年後果たして何人の者が仕事を続けているでしょうか。はな はだ心許ない気がします。

　数人の中学２年生も３月に退園し、４月に学校へ戻ることになります。受け 取る学校側では、大抵
どこの学校でも、それほど歓迎してはくれません。問題 児が戻ってくるので当然ですが。担任の先
生方も仕事に追われて忙しいことで しょう。学校にもう少し余裕があってもよいように思います。無
駄な公共事業 につぎ込むお金をもっと学校教育にまわしてもよいのではないでしょうか。日 本の
未来を担う子供達のために使うのですから。無駄にはならないでしょう。

　ところで、私が学園に転勤してきてすぐに気づいたことがあります。それは 生活水準が低い家庭
の子供が多いということです。生活保護の家庭もあります。 ベテランの職員に尋ねたところ、生活
水準の低い家庭の子供の比率は50％ぐら いといわれている、とのことでした。少年事件というと、
バスジャック事件や 須磨事件が話題になりますが、事件を起こす子供達の半数は生活水準の低
い家 庭の子供達だということは忘れてはいけないと思います。貧困と犯罪は21世紀 の今でも密接
な関係にあるようです。

　また、親が仕事で忙しく、子供の面倒を見られないという家庭の子供も多い ようです。こうした家
庭では、子供は食事を、コンビニで弁当を買って済ませ ているようです。「コンビニ弁当を食べてい
るとそのうちにお気に入りができ てくるんだ。」などと話してくれます。ちゃんとした食事というのは意
外と重 要なのかもしれません。

　ある日入浴している子供のこんな会話を聞きました。ある子が言いました 「いつまでも死なない薬
があったらいいな。」もう一人の子が答えました「お れ、そんなもんいらん。楽しいことなんもないも
ん。」日本再生の決め手とい われるＩＴ革命は、この子達に明るい未来をもたらすのでしょうか。

犯罪や非行問題は､行動であるがゆえに、行動分析によって解決できる!

松原　平（北九州市立小池学園）
　最近、新聞､テレビ、雑誌などのメディアによって､軽度知的障害、高機能自 閉症、アスペルガー
症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害などのいわゆる 「軽度発達障害児」の家庭や学校や地
域内における暴力行為、器物の破壊、盗 み､授業妨害､不登校等などの犯罪行為や非行問題が取
り上げられ社会問題とし て表面化しています。一方、これらの報道のあり方に対して､障害者本人
ある いは支援する各団体からは､障害のある人に対する誤った認識を与えかねない として警戒感
を強めています。このような状況の中で、社会生活を営むことが 困難となった軽度発達障害児のケ
アが､今、知的障害児施設の機能として求め られています。その背景には最近の少年犯罪・非行
の増加と伴に､これらの児 童に対する福祉的サポートの必要性が強調されていることなどによるも
のです が、知的障害児施設の児童数の定員割れ対策という内情も含まれています。

　現在、私が所属する知的障害児居住施設においても、５年前から反社会的行 動を有する中学､
高校生の軽度発達障害児の受入れを開始しました。しかし、 体制が整備されないままに受け入れ
たために、以前から入所している児童に対 する暴力､暴言、威圧、危険物の持込み､設備の破壊等
など､職員や児童間での トラブルが頻発し、居住棟内は混乱状態となり､事故防止や事後の対応に
追わ れる職員の疲労は､肉体的･精神的にもピークに達していました。このような中 で、先ずＡＤＨ
Ｄを有する16歳の男児の行動問題に対して応用行動分析からの アプローチを試み､良好な結果を
得ることができたために、２年前から「反社 会的行動を有する児童の社会復帰のためのプログラ
ム」の名称のもとに、応用 行動分析をベースとしたプログラムを本格的に実施しました。

　このプログラムは､①反社会的行動を予防するための環境調整：参加児童に とって快適と思える
居住空間を特別に設定する。そして､予め生活全般にわたっ ての権利と責任に関する具体的な行
動ルールを設定し､それを厳守するかぎり そこでの生活が保障されることを職員との間で文書で契
約する。②新しい社会 的行動の形成：居室管理、私物管理、役割分担などによる「生活管理スキ
ル」、 修理､清掃､園芸などの作業による「職業的スキル」､そして「対人関係スキル」 を日々の活動
を通して形成する。③社会的行動を強化するための環境調整：ルー ルに従ってそれぞれの活動を
実行した場合のトークンエコノミーシステムによ るポイントの加点と社会的賞賛を呈示する。④反社
会的行動を弱化するための 環境調整：不適切な行動に対しては､ルールに従ってレスポンスコスト
による ポイントの減点､また強度の高い暴力、破壊、盗みなどの行動に対しては、カ ウムダウンエ
リアでの活動分離を適用する。の４つの要素で構成しています。 現在までのところ、このプログラム
に参加した８名の児童の反社会的行動は確 実に減少しており（中には劇的に変化を示した児童も
います）､その有効性が 明確になってきました。しかし､プログラムを終えて次の生活環境へと移行
し ていった場合のフォローアップの方策までは､人的･時間的余裕がないことなど の現実的な事情
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から準備ができておらず､プログラムの完成までにはまだまだ 時間がかかりそうです。

　私が彼らと関わっていく中で分かってきたのは、彼らは、＊障害があるがゆ えに､＊個人の障害
に適した環境が生育時期に応じて準備されなかったがゆえ に、＊社会的な行動に対して正の強化
を得ることができなかったがゆえに、＊ 反社会的な行動によって正の強化を得たがゆえに､＊誰か
がこのことに気づき 早めに何らかの対策を講じなかったがゆえに、その結果として彼らはここに居
る､ということです。今日もテレビで“少年はなぜ犯罪・非行に走るのか？” という命題が､その筋の
専門家といわれる人たちによって議論されていました。 そして不可解なままで番組は終了しまし
た。この問題に対して解決の方途を導 き出せるのは、「行動分析」と行動分析を用いて職業として
いる人たちではな いでしょうか。私は、「犯罪や非行問題は､行動であるがゆえに、行動分析に よ
って解決できる」と思うのですが？!。

リレー特集　私の好きなこの論文－その４－

加藤哲文（上越教育大学・心理臨床講座）

　学会員のみなさんこんにちは。リレー特集の前回の執筆者の内田さんと同様、 私も昨年４月に転
勤をしました。生まれ育ってから一度も関東から出たことが なかったのですが、中年のいい年にな
って雪深い新潟県に赴任しました。新し い職場では、学校カウンセリングという領域を中心として、
臨床的な研究や教 育相談を行っています。また、私の大学の大学院生の多くが現職の教員であ
り、 学校とは切っても切れないところです。私もここ10年ほどは、実験室や大学の 臨床訓練室など
での臨床活動よりも、学校や幼稚園、保育園といった子ども達 が実際に生活をしている場での研
究活動が多くなりました。また、地域サービ ス活動としては、学校の教師、保育士や指導員といっ
た日常的に子ども達に関 わっている人達に対するコンサルテーションが多くなっています。このよう
な 経験から、実験室や訓練室などの限られた環境で、個別に介入してその効果を 査定するといっ
た臨床研究スタイルからもう一歩踏み込んだ、ダイナミックな 研究をしたいと常々考えていました。

　そのような矢先、上越教育大学の藤原義博氏が在外研究で米国のオレゴン大 学に留学されてい
た時に、１週間ほど現地への訪問をしました。その際に、ホー ナー博士(Dr.Horner,R.H.) やスガイ博
士（Dr.Sugai,G.）らの精力的な研究プ ロジェクトの一端を紹介していただきました。彼らは、発達障
害や知的障害の ある人達の示す行動問題への支援計画を作り、これを地域社会を巻き込んでシ
ステマティックに実践しているところでした。これらの成果は、わが国ではそ の後、藤原氏らが中心
となって「Positive Behavior Support（ＰＢＳ）」と して紹介されてきているところです。当時、ホーナー
博士やスガイ博士らは、 このＰＢＳアプローチを障害者の行動問題への対応のみならず、一般の
学校で 日常茶飯事に生じる暴力や非行といった問題へも適用していました。特に、ス ガイ博士は
これまでにも数々の論文を発表してきており、このＰＢＳアプロー チの間口の広さには感心するば
かりでした。さらに彼らは、このようなアプロー チの本質を、問題行動などを示す対象者個人に当て
ることのみならず、それら を予防し問題の持続を防ぐためには、かなり広範な環境までを含めた介
入にあ ることを示していました。したがって対象者が学齢期であれば、その対象が学 校全体という
ことになります。そのようなわけで、スガイ博士らの学校を対象 とした多くの論文は「School-Wide」
というキーワードが付いています。

　今回は、彼らのアプローチの代表的な論文（Taylor-Greene,et al.,1997)を 紹介したいと思います。
この論文は、これまでも野呂文行氏がニューズレター で触れたり、島宗理氏もご自分のホームペ
ージで紹介されています。

　彼らの研究の概要は以下の通りです。すなわち、ある中学校の生徒が示す校 則違反行動（遅
刻、反抗、授業妨害、学校をさぼる、喧嘩、学校備品などの破 壊、盗み、規制された物品の所持な
ど）の減少を目標として、大学スタッフと 学校側スタッフが協同して、学校全体に対する行動的なプ
ログラムを実行しま した。このプログラムは、主として、学校で望ましいとされる行動を具体的に 抽
出して、これらを増大させるために、全校生徒を対象として数々の適切行動 のリハーサルやトーク
ンによる行動維持、結果のフィードバックなどを行って います。もちろんこのように対応するのは学
校の教師で、全校の教師が同じよ うな対応をとれるように、徹底した教師研修を行っています。こ
のような手続 きで生徒の望ましい行動を増加させることによって、結果として不適切な行動 の減少
をもたらそうとしているのです。

　しかしこのようなアプローチが、学校全体の改善にどのように効果を示すの かは、系統的な介入
結果のモニターが必要なことはいうまでもありません。し かし、全校的な取り組みをどのように査定
するのかという問題があります。個々 生徒の行動を観察することは難しいし、かといって、個々の
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担任教師のエピソー ド記録を集めても信頼性に問題が出てきそうです。

　そこで、彼らの研究プロジェクトでは、「問題を起こした生徒について、生 徒指導室へ毎日報告す
る（office referral）」行動を測度としています。こ れは不適切な行動を示した生徒を生徒指導室で
指導するという手続きのようで すが、この際に、どのような行動が、いつ、どこで、誰に対して起こっ
たのか を記録することを義務づけているようです。これによって、個々の担任教師の 主観的な生
徒の評価とは別に、事実関係を客観的に捉えることが可能になって いるようです。そして、このよう
な全校的なアプローチの効果が、年度ごとに 比較検討され、数年間のプロジェクトの実施が総括
的に評価されています。

　このように、学校全体に組織的に入り込み、介入の効果を見極めながら、予 防とケアーの両面か
らアプローチしていくことの重要性が示されたといってよ いでしょう。ここでの専門家の役割は、あく
までも、学校の管理職や、現場の 教師へのコンサルテーションにあります。

　このようなプロジェクトを成功させる秘訣は、まず、学校側や、保護者、地 域社会との信頼関係を
構築することだと考えられます。このために研究スタッ フが学校側や保護者に正の強化をまめに提
示し、またこのようなプロジェクト を維持させるための継続的な介入が必要と考えられます。このよ
うに、あらゆ る点からもコストのかかりそうな研究が日の目を見るためにも、研究実践の フォーラ
ムを作りたいと思います。関心のある方、連絡をお待ちしています。

●このリレー特集も、臨床領域の執筆者が続きましたので、この辺で、京都大 学霊長類研究所の
友永雅己氏にお願いしたいと思います。よろしく。

【文献】
Taylor-Greene, S., et al. School-wide 　behavioral support：Starting the year 　off right. Journal of
Behavior Education, 7, 1, 1977, 99-112.

書評

こんな本を書いた！訳した！読んだ！

『不登校－再登校への支援』　河合伊六・櫻井久仁子（著）
ナカニシヤ出版　2000年９月，2200円（税別）

櫻井久仁子（Lib教育研究所・安田女子大学大学院）

　桜の季節、私には忘れない思い出があります。それは、私に不登校児童・生 徒と真剣に向き合う
大切さを教えてくれた、ある青年との出会いでした。

　彼は小学校６年生時に不登校になり、そのまま引き籠もってしまった17歳の 若者でした。世の中
が新入学でにぎわう季節に、私は初めて、彼の部屋の扉越 しに彼に出会いました。それからの数
ヶ月、彼の不安と恐怖、家族の焦り、そ して私の力量不足を痛感しながらの日々でしたが、季節が
移り変わるように、 彼の行動にも少しずつ変化が見られ始め、私の車で外出も出来るようになりま
した。そんなある日、中学校の前を通りかかったときのことです。彼がぼそっ と「僕の中学校。」と、
言ったのです。私は驚いて車を止め、彼を見つめまし た。恐らく一度も中学校へ行ったことのない
彼ですから、「僕が通うはずだっ た中学校だ。」と、言いたかったのでしょう。その彼の一言に勇気
付けられた 私は、「中学校へ行ってみようか。」と、彼に提案しました。最初は、首を振 り続けてい
た彼も、しばらくして車を降り、校門の前に立ちました。その日の ことを私は生涯忘れません。それ
程、彼の行動は私に大きな衝撃を与えました。 彼は『○○中学校』と書かれた門札の前にたたず
み、何度もその文字を指で絵 取りながら、小さな声で中学校の名前を呼び続けたのです。時間を
忘れたよう にたたずむ彼は中学校に向かって何を言いたかったのでしょうか。私はその彼 の後姿
を見つめながら涙が止まりませんでした。その後、言葉もなく帰路につ いた私たちでしたが、後に
なって、彼は「中学へ行きたかった。」と、苦笑い しながら話してくれました。

　今、彼はよく「僕はちっぽけな人生だけど精一杯生きている。」と、言いま す。でも、私は彼のちっ
ぽけな人生から大きな贈り物をもらいました。彼との 出会いを境に、私には不登校児童・生徒に対
し、再登校という確固たる目的が 生まれたのです。それからの十年近い日々、私は不登校児童・
生徒の再登校支 援という道を歩いてきました。そして、すべての子どもたちや多くの保護者と の出
会いから貴重な教訓や思い出を両手に余るほど頂きました。「二度とあん な苦しい時には帰りたく
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ない。」と言って元気に学校へ通うＡ君。「あの時 (不登校時)に比べたら、受験勉強なんてへっちゃ
らだ。」と言って、念願の大 学生になったＢ子さん。級友と一緒に卒業式に臨む我が子を見て「夢み
たい。」 を泣きながら連発したお母さん。先生方に拍手と涙で見送られたＣ君。皆どの 子どもたちも
卒業式の日には、私たちに最高の瞬間をプレゼントしてくれまし た。

　私は昨年、安田女子大学教授河合伊六先生の御指導のもと、『不登校‐再登 校の支援‐』という
本を共著で出版するという好機に恵まれました。初版本を 手にしたとき、私は改めて私を育ててく
れた河合先生と、一緒に歩いてくれた 子どもたちへ感謝の気持ちで一杯になりました。

『個性を生かす支援ツール』: 知的障害のバリアフリーへの挑戦

藤原義博監修・富山大学教育学部附属養護学校著
明治図書　2001年２月，2460円（税別）

武蔵博文（富山大学）

　ここに、言葉がほとんどなく、重度の知的障害のある高等部の男子がいます。 時折パニックを起
こし、激しさは増すばかりです。身体を持てあましているよ うで、家庭でできる何かいいことはない
ものか、お母さんの悩みもさらに大き くなっています。

　実は学校では、彼は運動もしますし、身の回りのこともしているのです。た だし、先生が付き添っ
て、一つ一つの指示をする必要があります。毎日、同じ ことをしているのに、いつになったら覚える
のだろうか、それにしても意欲の ない子だ、先生は仕方がないと毎日繰り返しています。

　彼が自分から行おうとしないのは、障害があるからなのでしょうか。家庭で パニックばかりなの
は、お母さんの育て方が悪かったのでしょうか。もし、そ のように考えてしまったら、私たちは、彼に
対して新たなバリアを作ってしま うことになるのです。

　本書では、障害のある人が陥る社会的なバリアを解消するために、個々に応 じた支援を具体化
しています。それが支援ツールです。支援ツールには、自ら 行動するときに手がかりや自助具とな
る手がかりツールと、対象者本人と周囲 の人たち（お母さんや先生）が実行した結果を互いに認め
合い、励まし合う交 換記録ツールがあります。社会的なバリアを解消するには、必要最小限の手
が かりで、自ら行動を実行して、プラスの結果を手に入れる仕組み・支援システ ムを作ることなの
です。

　冒頭の高等部の男子では、「ふっきんお手玉」と「チャレンジ日記」を使い、 家庭で腹筋運動に取
り組むことにしました。仰向けに寝て、頭上と足元にかご を準備します。足元のかごにお手玉を入
れておき、１個ずつ頭上のかごに移し ます。足元のかごのお手玉がなくなれば、数が数えられなく
ても、所定の回数 の腹筋運動が実行できます。そして、運動を実行した後、チャレンジ日記にシー
ルを貼ります。お母さんが確認のサインと励ましを書き込みます。字が書けな くても、チャレンジし
たことを記録に残し、貯めることができます。貯まった 記録が次のやる気を引き出します。

　本書の中では、子どもが分かって動けるための環境的配慮や補助的手だてが 豊かな発想を基
に紹介しています。実践によって裏付けられた、子どもの生き る力を高め、日常生活や地域生活を
豊かにする（ＱＯＬ）ための具体的な手だ てです。それらは、学校での指導成果を家庭や地域生活
や卒業後の社会生活に 移行するための必須のプログラムといえます。

　この本を手にすれば、その日から新しい実践が生まれ、さらなるアイディア が湧き出すものと確
信しています。

公開講座の企画を全国から公募します！

島宗　理・浅野俊夫（企画委員会）

　社会的な問題の解決に行動分析学の方法論をもって貢献するために、また関 連諸学界ととの連
携を深めるため、さらに人間や動物の“こころ”を科学する マインドを青少年に育むために、これま
で毎年行ってきた公開講座の企画を全 国から公募することになりました。
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　例えば、

地域の教員に向けて応用行動分析学の講習会を開きたい
保護者を対象としたセミナーを開きたい
他学会と共催し、行動分析学を啓蒙するようなシンポジウムを企画したい
地元の中学／高校と共同で、青少年向けのセミナーや実習をしてみたい

　など、地域密着型、会員発信型の企画を募集します。詳しくは同封の応募要 領をご参照下さい。
〆切は6/30（土）とします。

新企画「学校教育を考える」

望月　昭（広報委員長）

　 　中学生の学力テストをしてみると、世界の中で日本は確かに成績ではトップ クラスなのに、そ
れを好きかと問われるとビリから2番といった事実はいった い何を示しているのでしょうか。昨今「ゆ
とり教育」と称されるような新しい 指導内容などに関して様々な議論がなされています。確かに「ゆ
とり」がない のは実感としてわかります。しかし、円周率は3.14ではなくて3にしてよいか、 といった
話題に終始して良いのでしょうか。「詰め込みではなく、考える力を 育てる」ともずいぶん昔から議
論されてますが、そういうところに本当の問題 点があるのでしょうか。ＮＬでは、会員や関係者の方
に、この教育の問題につ いて広くご意見や提言を集めて紹介していきたいと思います。大論文でも
数行 のコメントのようなものでも結構です。投稿をお待ちしています。

学会情報ヘッドライン

◆今回はお休みです！

編集後記
　23号は渡部が担当しました。昨年は春号が遅かったものですから、何とか４ 月中に出そうと思っ
ておりましたが５月になってしまいました。４月、７月、 10月、２月のペースを何とか守っていきたい
と思っております。今回も、いろ いろな方に原稿をお願いしました。快くお引き受け下さり本当にあ
りがとうご ざいました。次のときも、突然、ご連絡をさせて頂くことになると思いますが、 会員の皆
様、どうぞよろしくお願いします。アンケート2000では広報委員会へ のご提言をありがとうございま
した。新しい企画も出させて頂きました。活発 な交流ができるようこれからも努力していきたいと思
いますので、どうぞよろ しくお願いします。

Ｊ－ＡＢＡニューズ編集部
　皆様からの記事を大募集しています。研究室や施設・組織の紹介、用語につ いての意見、学会
に対する提案や批判、求人・求職情報、イベントや企画の案 内など、さまざまな内容に関する記事
をお待ちしています。原稿は、テキスト ファイルの形式で、電子メールかフロッピィ(DOS)により、以
下の編集部まで お送り下さい。

　2000字程度を目安にして、本誌１～２頁におさまるように考えて頂ければ結 構です。次回の発行
は７月を予定していますので、６月末日までにお出し下さ い。なお、掲載された記事の著作権は日
本行動分析学会に属し、ホームページ での公開を原則にしています。メールアドレスなど、一般公
開を望まない情報 がある場合には、事前に事務局までご連絡下さい。

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1　　立命館大学文学部　望月昭
TEL & FAX：075-466-3189 E-mail： mochi@Lt.ritsumei.ac.jp

mailto:mochi@Lt.ritsumei.ac.jp

